
｢あらすじをまとめる力｣を確実に身に付けさせるポイント

新潟市立木崎小学校　教諭　星山　　薫

1　はじめに

｢学習したことがなかなか定着しない｡｣ ｢やっとできるようになったのに,すぐまた忘れてしま

う｡｣多くの教師が抱える悩みである｡そこで,学習したことが本当に児童の｢身に付いた｣と言え

るよう,児童に｢国語の力｣を使わせる様々な場面を設定したいと考えた｡

また,学習の身に付き方は,学習に向かう児童の意欲で大きく異なる｡ ､｢あっ｡わかった｡｣ ｢なる

ほど｡｣など,児童の知的好奇心を刺激し,達成感がもてるような授業を行いたいと考えた｡

I

2　実践例

単元名　　物語のあらすじをとらえよう(教材名｢ゆうすげ村の小さな旅館｣)東京書籍3年

(1)ポイント①　～スモーILス宇ty7で, IPLずつ自力で～

3年生で,初めて｢あらすじ｣を学習する｡より詳しく読み取り,より詳しく表現する学習を

重ねてきた児童にとって,骨組みとなる大事な部分だけを残して話を簡単にまとめるという学習

は,これまでとは逆の思考となり,かなりハードルが高い｡

そこで, 2次で,大事な部分の見つけ方とそれを文章にする方法を教えた｡初めは,教師の例

文をみんなで写す｡次は,教師が書き出しを示し,児童は続きを自分で書く｡その後,教師が使

う言葉を指定して,児童が自分で文章にまとめる｡最後は,全部自分で書き,合っているかをみ

んなと確かめる｡このように,スモールステップで丁寧に進めた｡そして, 3次では,お話全体

を見通し,あらすじのおよその字数を考えて, 2次でまとめた出来事からさらに大事なことを絞

る方法を教えた｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　､
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｢感想｣を新聞にまとめるo(1時間) 

(.2)ポイント②　～驚缶や発見のある招集～

教材｢ゆうすげ村の小さな旅館｣では,美月がうさぎなのではないかと思わせる伏線がいくつも

出てくる｡児童は, ｢もしかして｣とわくわくしながら読み, ｢やっぱりね｣と最後に納得するしか

けとなっている｡･児童の知的好奇心を刺激しながら, ｢わかった｣ ｢できた｣という達成感のある授

業を行うため,物語のしかけ(伏線)を読み取る授業を行うことにした｡さらに,物語について,

叙述を根拠に自分の考えをもつことができるようにするために,美月の人物像を考える学習活動も

入れることにした｡
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実際の授業では, ｢美月がうさぎだとわかる証拠をさがしましょう｡｣.と発間した｡最初に,見つけ

やすい7場面から探し,全体で確認した｡次に,お話全体から自分や探す活動に入った.証拠を探す

という活動に,児童は喜々として取り組み,あちこち

から｢見つけた｣ ｢見つけた｣と声があがった｡しかし,

途中で, ｢もうない｣ ｢終わった｣の声が聞こえ始めた

ため, ｢先生は, 9個見つけました｣と声をかけた｡児

童らは驚いて,さらに細かく読み直していった｡しば

らくすると,何でもいいからたくさん線を引く児童が

出てきた｡そこで,事前に教師が用意していた間違っ

た部分を提示し,よいかどうかの話し合いを行った｡

このようにゆさぶりをかけたことで,児童らは,自分



が選んだ証拠が本当によいかどうか,見直した｡

しかし,この授業では, 3の学習活動が上手くいかなかったo ｢美月は,どんな人物だと思いますか｡｣

という問いに対し,児童からは｢やさしい娘です｡｣という考えがほとんどだった｡また, ｢うさぎで

す｡｣という意見まであった｡児童らに,人柄を表す語嚢や表現が少ないこと,問いの意味が正しく伝

わらなかったこと,この2つが原因と考えられる｡

(3)ポイント③　～活用場面を繰LJ遷し設定～

学習指導要領が改訂されてから,国語科では,単元を貫く言語活動を設定することの重要性が繰
･り返し言われているo児童にとっては学習の目的や目標となる活動で,教師にとっては指導事項を

学習させる必然性をもたせることになる活動である｡本単元の学習では, 5次で,自分が選んだ物

語の｢あらすじ｣ ｢登場人物の紹介｣ ｢感想｣を新聞にまとめる活動を設定した｡

全員が新聞を書くことはできたものの,あらすじをまとめる力が身に付いたとは,到底言えない

状態であった｡そこで,この後の物語文の学習単元でも,あらすじをまとめる学習を設定した｡単

元の最後に,自分が選んだ本について新聞で紹介するという活動を繰り返した｡新聞の最初は,全

て｢あらすじ｣である｡児童は,何度も自分の頭であらすじを考えることで,物語全体を見通し,

その骨組みを考えるという思考ができるようになっていった｡　　　　.
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3　おわりに

｢あらすじ｣については,この他にも,学級朝会の日直のスピーチで｢本の紹介｣を設定した｡ ｢わ

たしが(ぼくが)紹介する本は, ○○です｡あらすじは, (だれ)が, (どう)なって, (どう)なるお

話です｡感想は, ～｣.と文型を示し,スピーチの中にあらすじ紹介が入るようにした｡ ｢書く｣だけで

なく, ｢話す｣活動に取り入れることで, ｢書く｣より｢話す｣方が得意な児童にも力をつけることがで

きた｡しかし,あらすじを1文で話させたため,簡単にまとめることは上手くなったものの,ある程度

の分量でまとめることには,あまりつながらなかった｡

この実践を通して, ｢身に付ける｣ということの難しさを再認識した｡児童の実態や学習の状況に合

わせながら,身に付けさせる場を意図的に設定していくことが大切だと考える｡
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